
55,000部発行 1部当り4.0円 

この議会便りは政務活動費（公費）で印刷しています。 

 いそがわ ゆか（五十川 有香） 連絡先 

 吹田市役所：〒564-0880 吹田市泉町1-3-40 TEL 6384-1231（代表） FAX 6337-6925 

 事 務 所 ：〒565-0831 吹田市五月が丘東9-12-102 TEL 4864-2874 FAX 6878-1452 

        Eメール:510yuka.suita@gmail.com  URL：http://isoyuka.net 

 １００%無党派・市民派の会派の『吹田いきいき市民ネットワーク』は、平成7年

（1995年）に“市民目線で活動する議員を議会へ送り出し市政に参画しよう” 

そんな市民の思いから生まれました。『見える政治、わかる政治』をモットーに 

議会活動を行い、その結果を毎定例会後「議会だより」で発信してきました。 

 議員報酬や政務活動費の使い道はすべてオープンにしています。“市民力”そして

“広がるネットワーク”が『吹田いきいき市民ネットワーク』の活動の源です。現在、

「中本みちこ」に代わり「いそがわゆか」が、市議会内の一人会派として活動していま

す。これからも市民パワーとともに、笑顔あふれる未来にむけ、市政に変革を起こしていきます！平成

28年（201６年）11月議会の議会報告です。 

 ※なお、吹田市議会として平成28年度交付分から、全会派の収支報告書・会計帳簿・支払伝票・領収書

等をＨＰにて公開することになりました。（掲載開始は平成29年7月頃の予定です） 

【11月定例議会】戸籍のコンビニ交付の発行手数料について 

 住民票のコンビニ交付が、開始してから1年経ちました。しかし、コンビニ交付の手数料

を１００円低く設定したにもかかわらず、普及率は２％と、目標の30％に到底届いてない

のが実状です。そんな中、戸籍の交付においても、コンビニ交付の提案がなされました。

しかも、法令で定められている手数料ではありませんでした。その点について、市からは

明確な説明はありません。 

 いそがわは、①住民票のコンビニ交付と同様で市が交付する同一の物に対してコンビニでの交付手数

料を低く設定する明確で論理的、かつ法的な説明がない。②住民票のコンビニ交付のメリットとしてい

た市民課窓口の混雑の解消やサービスコーナー４カ所の廃止も行われていない。③住民票のコンビニ交

付の現状２％の交付率を市が目標とした３０％に上げてから考えるべき、等の意見を述べ、時期尚早と

して反対をしました。 

【五十川】 吹田市で滞納処分の徴収金の充当に

ついて、地方税法14条の５の規定に反し、徴収金

を本税に先に充当せず、また、納付期限の古い税

目からの充当も行っていない、これについては、

平成28年12月１日の大阪府の決算特別委員会で、

府会議員の質問に対し、府は、「不適切であり

あってはならず、遺憾である」と明言した。吹田

市のこの行為により、納税者が法令上、支払う義

務のない金銭が違法に徴収されることになり、市

の行為は財産権の侵害に当たる。同時に、市に

とっては不当利益、違法な歳入となる。したがっ

て、当然にさかのぼって返金義務が生じることと

なる。市の見解は？ 

【答弁(税務部)】地方税法第14条の５の規定

に基づき行っている。規定以上の徴収は行って

いないことから、返金の問題が生じることはな

い。 

【五十川】市の充当計算書はそのように充当され

ていない。回答と矛盾しているが？ 

【答弁（税務部】地方税法の規定を無視して違

法な充当を行うということはない。 

【五十川】後日、市民への明確な説明を求める。 
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平成27年12月議会において、「市内における希少種の生物が絶滅の危機にあっても、特

定の動植物の保護のみを目的とした本市独自の計画を策定する考えはない」との市の答弁

がありました。しかし、大阪府は、平成28年２月議会において、「市町村ごとの地域戦

略の策定は生物多様性の保全に効果的である」としています。計画も立てずに市は生物多

様性の保全をどう推進していくのでしょうか。 

 

【五十川】循環型社会形成推進基本法の法６

条１項に、循環資源については、その処分の

量を減らすことにより、環境への負荷を低減

する必要があると定められている。さらに法

７条１号には、循環資源の全部または循環資

源の全部または一部のうち、再使用すること

ができるものについては再使用がなされなけ

ればならないとあり、資源ごみの発生抑制や

再生利用よりも再使用を優先するということ

に重点が置かれている。 

 法に則して環境省も、リサイクルよりもリ

デュースやリユースを推進している。しか

し、吹田市では、その優先順位が守られてい

ないとの市民からの批判があるが、市がこれ

までにリデュース、リユースを優先して行わ

れた事業があれば、具体的に述べよ。また、

リデュース、リユースの優

先の観点からの今後の資源

リサイクルセンターの展開

についても述べよ。 

【答弁(環境部)】レジ袋等のごみの発生抑制に取

り組んでいる。また、資源ごみの一部を再使用し

ている。 

 今後は、北摂地域の他市町と共同したレジ袋削

減、マイバッグ持参運動の取り組みをさらに進め

るとともに、すいた環境教育フェスタでフードド

ライブを実施するなど、関係機関と連携し、食品

ロスの削減や食品廃棄物削減等にも取り組んでい

く。また、無駄と必要の線引きの意識の普及、向

上に努めるべく、市民、事業者に積極的に呼びか

けるとともに、公益財団法人千里リサイクルプラ

ザ、アジェンダ21すいた等にもごみの発生抑制を

最優先課題とする意識浸透及び各種リユースの普

及に理解と協力を求めていきたい。 

【五十川】平成27年7月の施政方針で生物多様

性の保全に対する指針が出されてから約１年４

カ月余り経過したが、これまでの間の生物多様

性保全に対する市の具体的成果を示せ。 

【答弁(環境部)】 現時点での進捗度、例えば数値

のような形で示すことは困難である。 

【五十川】大阪府は、本市２月議会において、

「市町村ごとの地域戦略の策定は生物多様性の

保全に効果的である」としている。そうであっ

ても、市単独で十分できることも市単独ではし

ないという市の考えに変更はないのか。 

【答弁(環境部)】 生物多様性の保全については、

広域的な政策課題であるという従来の考え方に変更

はない。 

【五十川】北摂市長会でのこの施策への反応は。 

【答弁(市長)】この問題が現在あるということを、

それぞれが認識をしたというところである。 

【五十川】近年増加している特定外来生物は生命力

が強く、これらの外来生物が従来の生態系へ悪影響

を及ぼしており、希少種を初め在来種が絶滅する危

険性が言われている。市民から対応を求める要望書

も出ているが、生物多様性を守るための早急の課題

である外来種の駆除の来年度早期の開始は可能か。 

【答弁(環境部)】外来種対策の必要性について、特

にオオキンケイギクの繁茂の抑制につながるよう、

適切な時期に市報等を通じた市民への啓発を実施し

たいと考えている。また、土地、施設を所管する部

署に対し、外来種対策に取り組むよう働きかけてい

く。 

 ２Ｒのうち、特にリユースの優先事業の具体策

は示されなかった。吹田市のリユース

事業の普及にむけた取り組みを引き続

き求めていきます。 
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【五十川】市は、「直前割引制度は平成28年２月に

実施している」と明言されている。しかし、施設職

員に確認したところ、実施したという２月から８カ

月も経過した平成28年10月においても、直前割引制

度が適用される市の全ての施設において、実施はお

ろか施設の職員はその制度の存在すら知らなかっ

た。平成28年２月に実施したのは直前割引制度の実

施ではなくて、直前割引制度の実施の検討であるか

ら不適切ではないということに帰着させたいのか。

しかし、各施設がその制度の存在すら知らなかった

のだから実施の検討すらされていないことも明らか

である。説明を求める。 

【答弁(行政経営部)】現在、市のホームページに掲

載している「施設使用料に係る減免基準の統一化に

ついて」の中で、直前割引制度について記載してい

る。しかし、制度導入可能な施設については、検討

を実施したのみである。 

【五十川】制度の

実施は、平成28年

2月である。 

 直前割引制度に

ついて、市民の方々に後日、直接の説明を求める。 

 質問の詳細については、吹田市議会ホームページで「１１月定例会本会議」の録画映像がご覧いただ

けます。『小学生向け議会のはなし』もホームページでご覧いただけます。 

 アドレス http://www.discussvision.net/suitasi/index.html もしくは、『吹田

市議会』で検索。 

 

【五十川】人事担当の部署が、昨年度、原則禁止

の時間外勤務を、庁内で一番多く非常勤職員にさ

せていたことについての責任と９月議会後の10月

においても、非常勤職員の方の勤務日のおよそ半

数の日に時間外勤務を命じていることについては

いかがお考えか。また、非常勤職員の時間外勤務

の時間数をいつまでに、どれぐらいにするのか、

具体的に示せ。 

【答弁(総務部)】10月については、ボーナスの計

算によるものである。また、現時点で具体的にい

つまでにということは答えられない。 

（※11月の給与計算もしていないのに12月ボーナ

スの計算をするのでしょうか） 

【五十川】市の非常勤職員の不適切な任用に対し

て、地上波のニュース番組において、「役所は模

範を示してほしい」と言われてました。しかし、

実際は９月議会で、「非常勤職員の任用根拠を明

示していないので今後明示する」と答弁されたに

もかかわらず、９月議会以降に、市が任用した全

非常勤職員に対して従来の委嘱状が使用され、任

用根拠等は一切明示していません。なぜか。 

【答弁(総務部)】その事実は把握している。 

(※事実を把握しているのなら何故しないのでしょ

うか。) 

【五十川】職員の服務規律等について、不適切な決

裁や勤務中の職員の度重なる居眠り、市民への虚

偽説明・上司への虚偽報告等は、懲戒処分に当ら

ないのか。 

【答弁（総務部)】議員指摘の事実を把握していな

い。 

【五十川】口頭かつ文書において既に伝えている

事実である。平成28年11月28日付懲戒処分の理由

とされる行為等と比較しても、吹田市では懲戒処

分が恣意的に行われるといえるのではないか。不

適切行為に対する懲戒処分の有無や軽

重のバランスは、公正さや公平さが全

くないというふうに感じる。 

 近日中に、職員や市民へ明らかにす

るよう求める。 
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《会計報告（2016年１０月～１２月）》 

 平成27年度決算については、一般会計・特別会計ともに全会派一致で認定されました。 

１：吹田市手数料条例の一部を改正する条例の制定について   賛成２５：反対１０：退席０ 可決 

２：吹田市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例   賛成２５：反対１０：退席０ 可決 

３：平成28年度一般会計補正予算について（第6号）    賛成２９：反対 ６：退席０ 可決 

４：吹田市資源リサイクルセンターの指定管理の制定について   賛成２９：反対 ６：退席０ 可決 

５：地方議員の厚生年金への加入を求める意見書 賛成１８：反対１７：退席０ 可決 

     以下、賛否の分かれた条例議案・意見書(抜粋）です。 ○：賛成 ×：反対 退：退席 欠：欠席  

<２月定例会の日程予定> 

２月２４日(金)    提案説明 

３月３日(金)～８日 (水)  一般質問 

３月９日(木)～１３日(月) 常任委員会 

3月１５日(水)    常任委員会 

３月２２日(水)    討論・採決 

 2月定例会の一時保育対象日

は、３月３日と６日の予定です。 

 申し込みは対象日の3週間前か

ら7日前まで。議会事務局

(06－6384-2644)までお問い

合わせください。 

    1 2 3 4 5 

未来をつくる 松谷 晴彦 ○ ○ ○ ○ ○ 

日本共産党 

山根  建人 × ○ ○ ○ × 

倉沢 恵 × ○ ○ ○ × 

竹村  博之 × ○ ○ ○ × 

塩見みゆき × ○ ○ ○ × 

柿原  真生 × ○ ○ ○ × 

玉井美樹子 × ○ ○ ○ × 

上垣  優子 × ○ ○ ○ × 

大阪維新の会   

井口 直美 ○ × × × × 

橋本 潤 ○ × × × × 

斎藤 晃 ○ × × × × 

榎内 智 ○ × × × × 

    1 2 3 4 5 

吹田新選会  

石川 勝 ○ × ○ ○ × 

後藤 恭平 ○ × ○ ○ × 

足立 将一 ○ × ○ ○ × 

吹田翔の会   

川本 均 ○ ○ ○ ○ ○ 

澤田 雅之 ○ ○ ○ ○ ○ 

山本 力 ○ ○ ○ ○ ○ 

自由民主党絆

の会  

 泉井 智弘 ○ ○ ○ ○ ○ 

澤田 直己 ○ ○ ○ ○ ○ 

白石 透 ○ ○ ○ ○ ○ 

里野 善徳 ○ ○ ○ ○ ○ 

藤木  栄亮 ○ ○ ○ ○ ○ 

奥谷  正実 ○ ○ ○ ○ ○ 

    1 2 3 4 5 

吹田いきいき市

民ﾈｯﾄﾜｰｸ 
五十川有香 × ○ ○ ○ ○ 

すいた市民自治 池渕佐知子 × × ○ ○ × 

すいた市民ｸﾗﾌﾞ 梶川 文代 ○ × × × × 

無所属ｸﾗﾌﾞ 生野 秀昭 × ○ ○ × ○ 

すいた創政会 馬場慶次郎 ○ × × ○ × 

公明党 

浜川  剛 ○ ○ ○ ○ ○ 

矢野伸一郎 ○ ○ ○ ○ ○ 

井上真佐美 ○ ○ ○ ○ ○ 

野田  泰弘 ○ ○ ○ ○ ○ 

吉瀬  武司 ○ ○ ○ ○ ○ 

小北  一美 議長 

坂口  妙子 ○ ○ ○ ○ ○ 

  （円） 10月 11月 12月 

収入 

報酬 650,000 650,000 650,000 

期末手当   0 1,677,000 

年末調整   0 99,270 

合計 650,000 650,000 2,426,270 

支出   

所得税 65,290 65,290 308,199 

住民税 32,700 32,700 32,700 

国民年金 16,210 16,210 16,210 

共済保険 26,096 26,096 26,096 

互助会会費 6,500 6,500 6,500 

会費 600 2,150 0 

生活費 300,000 300,000 599,270 

事務所活動費 202,604 201,054 1,437,295 

  合  計 650,000 650,000 2,426,270 

事務所活動費内訳  （円） 

収入 

10月-12月合計 1,840,953 

前月繰越金 1,470,900 

合計 3,311,853 

支  出    

事務所家賃等 256,800 

水光熱費 12,428 

通信費 18,404 

印刷費 50,312 

活動費 3,600 

交通費 60,610 

事務雑費 76,497 

人件費 75,000 

合  計 553,651 

繰越金 2,758,202 
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